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① Analysis of the
Phase Structure
of Thermal
QED/QCD through
the HTL Improved
Ladder Dyson-
Schwinger
Equation ─ On
the Gauge
dependence of
the Solution─

共著

② フェルミ流体理論
に基づくクォーク
物質中の磁気感受
率

共著

① Structure of the
thermal quasi-
particle

共著

② Structure of the
thermal quasi-
particle

共著

QED/QCD の相構造について、HTL
Improved Ladder Dyson-
Schwinger Equationを用いて解
析し、得られた解のゲージ依存
性を検討した。分析は主に強結
合領域で行い、covariant gauge
の下で、Landau gaugeから
Feymann gaugeまでの広いパラメ
ター範囲で実行した。

HTL Improved Ladder Dyson-
Schwinger Equationを用いて、
熱ゲージ場の準粒子の性質を分
析した。特に、Spectral
FunctionとDecay Rateについて
の結果を報告した。

HTL Improved Ladder Dyson-
Schwinger Equationを用いて、
熱ゲージ場の準粒子の性質を分
析した。主に、Decay Rateにつ
いての結果を報告した。

クォーク物質中での自発的強磁
場生成を調べるため、正しい意
味でフェルミ流体理論に厳密に
基づいた磁気感受率の計算を実
行し、他の計算結果との比較を
行った。
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